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蛍光・化学発光を標識とした光計測技術は、基礎研究、医療、産業応用、と幅広く利用されている。ただしその輝度や安定性、
汎用性などにおいては依然解決すべき課題がある。我々は従来の蛍光・化学発光タンパク質を改良し組み合わせることで、課題
の解決へと繋がるツール・手法を開発し、各種イメージング・計測技術への応用、さらには商品開発へと展開している。

蛍光超解像イメージング法の開発光る植物の作出

高輝度化学発光タンパク質

e-ナノランタン シリーズ
動き回る小動物個体内のがん組織
をリアルタイムにイメージング可能。

化学発光観察システムの開発

化学発光を用いた観察におけるニーズ (長時間観察、薬液投下、
光刺激との併用) に応える顕微鏡システムを新規開発し、市販化
を予定している。
化学発光指示薬とスマートフォンカメラを組み合わせる事で、画像
撮影による血中成分計測およびオンサイト診断が実施可能となる。

蛍光タンパク質と化学発光タンパク質を組み合わせることで、高輝度化
学発光タンパク質“e-ナノランタン”を開発した。
細胞から動物個体まで、化学発光による広範囲な観察を可能にした。
輝度の弱さから制限があった化学発光の用途可能性が拡がった。

e-ナノランタンを導入した植物の発光画像

e-ナノランタン遺伝子を導入した発光植物の作出に成功した。
植物内分子動態の可視化や、発光植物を活用したインテリアデザイン
など幅広い活用が期待される。

ビリルビン濃度

化学発光指示薬による血中ビリル
ビン濃度の計測。スマートフォン
撮影にて簡便な検出が可能。

化学発光顕微鏡システム

蛍光
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高効率な励起エネルギー移動
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独自開発の光スイッチング蛍光タンパク質と
偏光回転照明を用いた蛍光顕微鏡による
超解像イメージング技術(SPoD-OnSPAN)
を確立した。
光毒性が少なく細胞に優しい超解像イメージ
ング観察を実現した。

生画像 超解像画像光スイッチング蛍光タンパク質
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